








 ve Japonya’da İntişâr-i İslâm
iyet 『イスラーム世界――日本におけるイス
ラームの普及』 （イスタン 、一九一〇年。原文はアラビア文字表記のトルコ語、すなわちオスマン語）から、日本滞在記の部分を中心に訳出した『ジャポンヤ――イブラヒムの明治日本探訪記』が刊行されている。『イスラーム世界』 の原著者であるアブデュルレシト・イブラヒム （一八五七―一九四四）は、ロシア出身のタタール人ムスリムで、汎イスラ ム主義のウラマー（学識者） 旅行家、ジャーナリス して名を馳せた人物である。彼は、明治末期の日本を訪問したことや、再来日後に東京モスク 初代イマーム（宗教指導者）を務めたこと、第二次世界大戦中に 対イスラーム工作――アジア進出 野心に燃える二〇世紀前半の日本で推進された、世界各国・各地域のムスリムを対象とする懐柔工作や諜報活動、研究調査の総称（山﨑典子「日本 回教工作」 『中国のムスリムを知るための六〇章』明石書店、二六八頁、二〇一二年）――に関与したことなどでも知られている。イブラヒムの主要著作である『イスラーム世界』には複数の現代トルコ語
訳本があり、近年はフランス語抄訳本も刊行されている。だが これらの訳






























『イブラヒム、日本への旅――ロシア・オスマン帝国・日本』を相互に参照することによって、 「イスラームと中央ユーラシアそして日本 結んで一つのグローバルヒストリーを構想する上で、興味深い糸口を提供しているように思われ 」イブラヒムの思想と行動（五一三頁）をほぼ網羅的に理解することが可能になった。このことこそが、本書の第一の意義であり、極め 大きな功績である。本書を通じて、日本 イスラーム世界の関係をユーラシア史、ひいては世界史的文脈から考える機会に恵まれた日本 読者は幸せである、と言っても過言ではあるまい。
本書の第二の意義は、ムスリムによる初の本格的な日本論として名高い原
著の魅力 イブラヒムの鋭い観察眼 卓越した筆力を、臨場感溢れる訳文によって余すことなく伝えてくれ ことにある 二〇世紀初頭の日本に一定期間滞在し、日本の社会や文化に関す 詳細な記録を残した外国人 多くは漢字文化圏出身の知識人や民族主義運動家、ある は欧米 キリスト教宣教師や外交官に限定されていた。したがって、 シアのム リム いう全く新しいタイプの観察者であるイブラヒムの日本人 は、読者の目に新鮮に映るだろう。とりわけ、清潔 、忠誠心 信頼を じめとす 日本人 美徳を称え、ムスリムに求められる資質を全て備えた日本人は近い将来イスラー に改宗するだろう いう彼の希望的言説は、近代イスラーム世界における日本認識のプロトタイプ形成に寄与したという点で 現代の日本とイスラー 世界の関係を考えるうえで示唆に富む。オスマン語で書かれた原著は、当時オスマン帝国、中央アジア、カフカースのムスリム 日本人観に多大な影響を及ぼしたという（前掲『イブラヒム、日本への旅』一〇五―一一〇頁） 。グローバリゼーションの進行と中東政治の混迷を背景とし 否応 し イスラームへの正しい理解が求められて る昨今 日本社会におい 、本書は、日本とイスラーム世界の相互認識の歴史をたどる際の道標 な だろう。
さらに、本書の第三の意義として、日本人の異文化認識、イスラーム観の
形成過程を、前出の「日本側資料」なども活用して複眼的に描 した が





ラヒムの日本滞在記であり、本書の大部分を占めている。イブラヒムが日本を訪れたのは、日露戦争で強国ロシア 打ち勝ったアジアの新星・日本に強い期待を寄せていたからに他ならなかった。彼は日本 支援を得て、ヨーロッパ列強の支配に苦しむイスラーム世界を救うという壮大な構想を描いていたのだという。同章では、日本の文化や教育、政治、軍事から 日本人の性質や生活習慣、宗教信仰に至るまで、実に多くのことに旺盛な好奇心が向けられている。また、イブラヒムは、伊藤博文 大隈重信を じめとする要人と交流をもち、頭山満や犬養毅率い アジ 主義団体「亜細亜義会」 設立発起人にも名を連ねるなど、日本とイスラーム世界の連携 求めて積極的に行動した。東亜の盟主たらんとする日本の政治家、官僚 軍人もまた アジア進出への足掛かりを模索す かで、世界 広がる スリム・ネットワークをもつイブラヒムに利用価値を見出したようであ 。本書で提示されている資料 よれば、イブラヒムは陸軍参謀本部から資金提供を受け たらしい（四三〇―四三一頁） 。
本書で特筆すべきは、旧版ですでに訳されていた事柄に加えて、当時日本
の新聞・雑誌などに掲載さ たイブラヒム関係の記事が「日本側 料」として本文中に適宜挿入されていることである。これらの記事は 来日中にイブラヒムが築いた幅広 交友関係のみならず、明治末期 日本人 異文化認識やイスラーム観をも示す貴重な資料であり 刮目に値す そのほかにも、旧版では省略されて 彼のメモ書き（ 「手帳から」 ）や原書巻末 付記（ 「余談」 「感慨」 ）が新たに訳出されるとともに、日本の章に続く朝鮮と中国
99 イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 7（2015.3）
『ジャポンヤ――イブラヒムの明治日本探訪記』























unities in the L
ate Q
ing as 
Seen by a R
ussian-Tatar Intellectual,” C
entral A




後に訪れたシンガポールにおける他国のムスリムとの「イスラームの統一」をめぐる議論、イギリス支配下のインドのム 事情、 世界の情報収集を行っていた日本人・山岡光太郎と ボンベイ（ムンバイ）での出会い、最初期の日本人のイスラ ム入信者と る山岡を引き連れてのマッカ巡礼道中についてのエピソードは、いずれも ブラヒ の政治的主張、日本とイスラーム世界の交流史を知るうえで、多く 有益 情報を与えてくる。これらのエピソードの概略は、前出の『イブラヒム 日本へ 旅』（九六―一〇四頁）で紹介されてはいるものの、邦訳を心待ちにする読者は少なくないだろう。なぜならば、外国 ムスリムという新たな視角を採用することによって、現地 ムスリムや西洋人が記録し なかった、東南アジア、西南アジアのイスラー 世界の知られざる一面が明ら な ことが予期され からであ 実際に、評者が分析 試み 『 世界』の中国紀行文では、漢語文献や欧文資料には描かれていない、中国ムスリム社会の人間関係や彼らの風俗習慣が、事細かに記録されてい 。
さらに訳者に二点要望を述べるとすれば、それは第一に、西洋の植民地支
配に抵抗し世界中のムスリムの連帯を力説したイブラヒムと、彼とほぼ同時代を生きたジャマールッディーン・アフガーニー（一八三九―一八九七） 、ラシード・リダー（一八六五―一九三五）をはじめとする、いわゆる汎イスラーム主義者たちとの比較研究 ある。特に、汎 主義的外交政策を推進したことで知られるオスマン帝国第三四代スルタン アブデュルハミト二世（一八四二―一九一八、在位一八七六―一九〇九）は、イブラヒムがその動向を絶えず意識していた 物の一人 アブデュルハミト二専制的統治への不満が引き金となった青年トルコ人革命によって憲政が復活し、スルタンが廃位されるという一連 出来事は、当時極東旅行のさなかにあったイブラヒムにも大きな衝撃を与え とされる。イ ラーム世界の連帯を唱えてユーラシア東西を奔走したイブラヒムの思想をより立体的 とらえ
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かの翻訳書であるから、頁数や形式 制限があることは承知している。 「近年イブラヒムとその時代に関する研究が世界で大きく進展しているとすれば、特に日本に関する部分について基礎研究を整えてお が必要である」 （五一七頁）という訳者の意見 も、おおむね賛成する。 かし、 『ジャポンヤ』という優れた邦訳本が世に出されたいま、離日後のイブラヒムのユーラシア旅行記の邦訳本が上梓 る日が来る と、彼にとっての「汎イスラーム主義 の意味が解明され こと 、待ち望まずにはいられないのである。
